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避
難
指
示
な
ど
に
つ
い
て

　
今
回
の
大
雨
で
は
、「
避
難
指
示
」

や
「
避
難
勧
告
」
と
い
っ
た
言
葉
を

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
知
っ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
災
害
発
生
の

危
険
が
高
ま
っ
た
場
合
に
、
地
元
の
自

治
体
が
避
難
の
緊
急
度
に
応
じ
て
３
段

階
に
区
分
し
て
、発
令
す
る
も
の
で
す
。

　
本
市
が
発
令
す
る
場
合
は
、
対
象
の

地
域
に
、「
防
災
行
政
無
線
」
で
放
送

す
る
と
と
も
に
、「
あ
ん
し
ん
ト
リ
ピ
ー

メ
ー
ル
」
の
配
信
や
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ

オ（
Ｆ
Ｍ
鳥
取
８
２
．５
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）、

本
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
情
報

避
難
行
動
に
つ
い
て

　
水
害
時
は
、
危
険
が
迫
る
前
の
早
め

の
避
難
が
何
よ
り
重
要
で
す
。
土
砂
災

害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
住
ん
で
い

た
り
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
避
難
行
動

要
支
援
者
が
家
族
に
い
る
場
合
に
は
、

特
に
早
め
の
避
難
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
危
険
な
状
況
の
中
で
の

避
難
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
安
全
確
保

を
第
一
に
考
え
ま
す
。
夜
間
な
ど
足
元

が
見
え
な
い
状
況
下
で
の
無
理
な
避
難

は
か
え
っ
て
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
と
き
は
、

離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
指
定
さ
れ
た
避

難
場
所
へ
の
移
動
（
水
平
避
難
）
だ
け

で
な
く
、
自
宅
の
２
階
以
上
や
近
く
の

高
い
場
所
へ
の
移
動
（
垂
直
避
難
）
が

有
効
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
本
市
か
ら
避
難
情
報
が
発
信
さ
れ
た
場
合
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が
周

囲
の
状
況
を
み
て
、
自
分
や
家
族
の
避
難
方
法
を
素
早
く
決
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
垂
直
避
難
の
考
え
方
や
、
自
宅
の
近
く
に
高
い
場
所

が
な
い
か
な
ど
、
事
前
に
家
族
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　安
全
に
避
難
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

●
事
前
の
準
備
を

避
難
場
所
ま
で
の
安
全
な
経
路
や
、

家
族
と
の
連
絡
方
法
の
確
認
。

●
持
ち
物
は
最
小
限
に

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
地
図
、

非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
用
意
。

●
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
っ
て

避
難
は
２
人
以
上
で
。

隣
近
所
で
声
を
掛
け
あ
っ
て
集
団
で
避
難
。

●
河
川
や
用
水
路
に
近
づ
か
な
い

水
が
あ
ふ
れ
、
激
し
い
水
の
流
れ
が

発
生
す
る
の
で
近
づ
か
な
い
。

夜
間
は
見
え
づ
ら
い
の
で
特
に
危
険
。

●
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
に
注
意
を

冠
水
し
て
い
る
道
路
は
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や
側
溝
の

ふ
た
が
外
れ
て
転
落
す
る
可
能
性
が
あ
り
危
険
。

●
避
難
所
で
は
気
象
情
報
に
注
意
を

避
難
者
同
士
が
協
力
し
、
被
害
状
況
や

今
後
の
気
象
状
況
を
確
認
。

発
信
し
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
自
分

の
住
む
地
域
で
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合

の
浸
水
の
深
さ
や
、
土
砂
災
害
の
危
険

区
域
を
あ
ら
か
じ
め
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
確
認
す
る
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
危
険

が
あ
る
か
、
家
族
や
地
域
の
人
と
一
緒

に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
避
難
勧
告
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、「
ど
こ
に
逃
げ
る
か
」、
災
害
の
種

類
に
よ
っ
て
「
ど
の
よ
う
に
避
難
す
れ

ば
よ
い
か
」
を
あ
わ
せ
て
話
し
合
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　昭和１８年の「鳥取大地震」発災から今年で７５
年が経過します。
　この節目に、鳥取県庁駐車場をメイン会場として、
県・東部市町・自衛隊・消防・警察・企業そして地
域が一体となってさまざまな防災の取り組みを行う
とともに、鳥取らしい“支え愛”の取り組みによる
防災対策を考えるフォーラムを開催します。

◆１日目（防災体験など）
と　き　９月９日（日）10:00 ～ 15:00
ところ　鳥取県庁駐車場他
内　容　≪防災啓発ブース≫避難所運営訓練など
　　　　≪体験ブース≫ 降雨・火災・地震疑似体験など
　　　　≪賑わいブース≫ ちびっこコスプレ
　　　　　　警察および消防音楽隊による演奏など

◆２日目（公助訓練）
と　き　９月１０日（月）10:00 ～正午（予定）
ところ　鳥取港
内　容　自衛隊、警察、消防、海上保安庁、日本赤十

字社などによる救助連携訓練を実施します。

◆関連行事〔鳥取地震７５年目フォーラム〕
と　き　９月９日（日）13:00 ～ 16:00
ところ　鳥取市民会館大ホール
内　容　【特別講演】
　　　　鳥取県 ( 東部 ) の地震活動について ( 仮称 )
　　　　【基調講演】
　　　　災害への備えや災害時要配慮者対応など福

祉と防災の連携 ( 仮称 )
　　　　鳥取地震の体験発表、パネルディスカッション

と　き　9 月 10 日（月）10:00 ～ 12:00
ところ　市役所本庁舎・駅南庁舎、豊実体育館、青谷

小学校、青谷地域
内　容　豊実体育館、青谷小学校では、地域住民によ

る避難所の開設・運営体験、防災関係機関の
装備展示など、青谷地域会場では JR 西日本
による乗客の避難誘導訓練などが行われます。

《訓練災害情報は防災行政無線・緊急速報メールでお知らせ》
　10:00 ～ 10:10 にかけて「地震発生」など、訓練の
ための防災行政無線による放送や緊急速報メールの配
信を行います。
　緊急速報メールは、市内に滞在している人に配信さ
れます。マナーモードにしていても着信音が鳴ります
ので、携帯電話が鳴ってはいけない場合は、あらかじ
め電源を切ってください。
※機種によっては携帯電話の受信設定が必要な場合や、

一部機能が利用できない場合もあります。詳しくはお持
ちの携帯電話会社ホームページなどでご確認ください。

《その場でできる一斉防災訓練》
　午前 10 時の防災行政無線を合図に、まずその場で
机の下にもぐるなどの身を守る行動をとってみましょ
う。この訓練は、個人で短時間でできますので自宅や
会社などで取り組んでみてください。

とっとり防災フェスタ 2018 9 月 10 日「鳥取市防災の日」
鳥取市総合防災訓練を行います

救援物資の搬入 家庭でできる応急処置

特集

水平避難

垂
直
避
難

とにかく
早めの避難を
心がけてください

　災害が迫ったとき、置かれた状況は一人
ひとり違います。それぞれが自ら判断し、
適切な行動を取らなければなりません。

●土砂災害の危険がある地域に住ん
でいる

●堤防の決壊で家屋消失・浸水の危
険がある地域に住んでいる

●子どもや高齢者など要支援者がいる

例

風水害からの避難の考え方！

屋外での移動は危険で
す。浸水による建物倒
壊の危険がないと判断
される場合には、自宅
や近隣建物の 2 階以
上へ緊急的に一時避難
し、救助を待つことも
検討してください

　危険な状況のなかでの避難はできるだけ
避け、安全の確保を第一に考えます。危険
が切迫している場合は、指定された避難場
所への移動だけでなく、命を守る最低限の
行動が必要な場合もあります。

●夜間や急激な降雨で側溝など避難
路上の危険箇所が分かりにくい

●ひざ上まで浸水している（50㌢以上）
●浸水は 20㌢程度だが、水の流れる

速度が速い

例

大　
  

災
害
の
危
険
性　

  

小

特別警報
重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい

ときに発表

警　報

注意報 災害が発生するおそれが
あるときに発表

重大な災害が発生する
おそれがあるときに発表

警報や注意報について

避難情報の種類について
避難情報の種類 とるべき避難行動

避難指示（緊急）
緊急に避難してください。
避難中の方は急いで避難を完了してください。
避難のいとまがない人は、命を守る最低限の行動をとっ
てください。

避 難 勧 告 生命に危険がおよぶ可能性があります。速やかに避難を
開始してください。

避難準備・
高齢者等避難開始

次に該当する方は、避難を開始してください。
・お年寄り
・小さな子どもがいる人　　　避難に時間のかかる人
・体の不自由な人　など}


